
Ⅳ. アクションプラン対象施策を踏まえた詳細⼯程表

※分野横断技術への取組については５つの政策課題解決に確実に結びつけていくことが重要であり、
これに対する詳細⼯程表には技術開発のみでなく、貢献する政策課題と産業競争⼒強化策をともに⽰す。

【凡例】
○「ＳＩＰ＋テーマ名」として三⽇⽉で表⽰した範囲は、課題解決を先導するＳＩＰの研究開発計画

を⼯程表としたものと、それに⾁付けさせる形で関連付けるべき取組を合わせて範囲とした
○「連携施策名＋【施策番号】」として三⽇⽉で表⽰した範囲は、該当する連携施策に含まれる施策を

範囲とした
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2020年までに地理
空間情報（G空間
情報）等を活⽤し
て、災害情報の迅
速な把握・伝達技
術を実⽤化し、精度
の⾼い情報提供を
実現

災
害
情
報
の
迅
速
な
把
握
・
伝
達
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ

る
災
害
対
応
・
イ
ン
フ
ラ
復
旧
技
術

実⽤化

災害情報把握のためのIT技術等の開発

災害情報の迅速な把握・伝達技術の開発

実証・展開・⾼度化

災害関連情報の共有と利活⽤技術
ＳＩＰ
・リアルタイム被害推定・実態把握技術の開発
・災害時初期対応⽀援システムの開発

・無⼈ヘリを活⽤した探索システム
及び救助技術の運⽤試験

・無⼈ヘリ等を活⽤した探索シス
テム及び救助技術の模擬実験を
実施し、改良機を製作した。

・現場到着後10分以内で偵察開
始可能な無⼈ヘリを活⽤した探索シ
ステム及び救助技術の運⽤⽅法の
確⽴

・⼤規模⼟砂災害等に対する発⽣
危険個所の抽出技術、対策技術
の構築

・⼤規模⼟砂災害等に対する発⽣
危険個所の抽出技術、対策技術
の検討・検証

技術開発/技術検証 技術構築

模擬実験 運⽤試験 実⽤化
・実⽤化に向けた試験配備及び改良

ＳＩＰ
新たな構想の下で設計された災害対応ロボット技術の研究開発

ＳＩＰ
・ソーシャルメディアを⽤いた災害情報収集・分析と災害推定技術の開発

ＳＩＰ
防災・減災

ソーシャルメディア分析技
術の相互活⽤

〜〜
「災害情報伝達・提供のためのIT技術等の
開発」へ技術供与 〜〜

「災害情報伝達・提供のためのIT技術等の
開発」へ被害推定情報提供

被害推定等
の災害情報

⾃然災害に対する強靭な社会の構築 次世代インフラ（４）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

災害情報把握のためロボット技術等の開発 実証・展開・⾼度化

・社会インフラ⽤ロボットの「開発・導
⼊重点分野」を策定
・現場検証・評価を担う，産官学
から構成する「ロボット現場検証委
員会」を設⽴

・現場検証を⾏う社会インフラ⽤ロ
ボットの公募及び現場での検証・評
価

・前年度の結果を踏まえた開発・改
良成果の現場での検証・評価

・直轄事業での試⾏的導⼊及び結
果を踏まえた研究開発成果の改良

現場への導⼊

技術の活⽤

ＳＩＰ
インフラ維持管理

調査 技術検証

【次・国04】

【次・総09】

【次・国01】

＜⼟砂災害等の迅速な把握＞
【次・国04】【（再）次・総09】

＜災害対応ロボット技術＞
【次・国01】【次・総06】
【次・総09】

共通基盤的なロボット
技術の共有

データフォーマット
の共通化

1
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2020年までに地理
空間情報（G空間
情報）等を活⽤して、
災害情報の迅速な把
握・伝達技術を実⽤
化し、精度の⾼い情
報提供を実現

災
害
情
報
の
迅
速
な
把
握
・
伝
達
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ

る
災
害
対
応
・
イ
ン
フ
ラ
復
旧
技
術

災害情報提供のためのシステムの実⽤化

災害情報伝達・提供のためのIT技術等の開発 実証・展開・⾼度化

災害情報提供のためのシステム・インフラの構築

・散在する動的Ｇ空間情報をリアル
タイムで収集、検索、処理、配信す
る技術の開発

・同時多発⽕災の延焼予測や地震
動の予測に必要なモデルの研究開
発

・被害予測に不可⽋なＧ空間データ
の構築とリアルタイムデータの取得技
術の活⽤

・災害情報の⼀般への提供及び⾞
両通⾏実績情報の活⽤開始

・都道府県との連携推進・総合防災情報システムの整備
・総合防災情報システムの情報を
外部に配信するための機能構築
に着⼿

技術実証

・災害情報を共有・活⽤するシス
テムの検証・改良

・災害情報を共有する技術の開発
・災害情報を活⽤する技術（災害
情報の収集・解析・予測に関する
技術）の⾼度化

技術開発

要素技術開発 データ共有技術開発

実⽤化データ共有・利活⽤技術開発システム整備

システム開発 データ共有・利活⽤技術開発

・同時多発⽕災と地震動の被害予
測が可能なシステム、ソーシャルメディ
ア災害マップの開発

実⽤化＜地理空間情報の利活⽤＞
【次・総03】【次・総07】【次・
⽂04】【Ｉ・国01】

災害関連情報の共有と利活⽤技術
ＳＩＰ
・情報共有システムの開発

ＳＩＰ
・地域・企業等への展開法の開発

ＳＩＰ
・リアルタイム被害推定・実態把握情報の共有技術の開発

・防災関係機関等におけ
る総合実験

ＳＩＰ
・災害情報の配信技術の開発 ・実証実験

ＳＩＰ
防災・減災

災害情報共有
技術の提供

リアルタイム被害推
定・実態把握情報
の提供

災害情報配信技
術の提供

「災害情報把握のためのIT技術等の開
発」より技術供与 〜〜

ソーシャルメディア分析技
術の相互活⽤

〜〜
「災害情報把握のためのIT
技術等の開発」より被害推
定情報供与

被害推定等
の災害情報

⾃然災害に対する強靭な社会の構築 次世代インフラ（４）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

【次・⽂04】

【次・総07】

【次・総03】

〜〜
分野横断（３）「⾼精度な位置の標定シス
テムの開発」と実証実験結果の共有

動的地理空間情報の
利活⽤技術の共有 ・動的Ｇ空間情報のリアルタイム

利活⽤基盤技術による統合実
証実験

1
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2020年までに災害
対応・インフラ復旧の
⾃動化・無⼈化技
術の現場への導⼊

技術検討/技術検証

要素技術検討・設計・開発

技術検証調査

【社会実装に向けた取り組み】
・国際的枠組みづくり、国際標準化及び国際展開に向けた取り組み
・フィールドを活⽤した技術開発の実⽤性の検証と公共調達における先導的導⼊

災害対応のためのロボット技術等の開発・導⼊ 実証・展開・⾼度化

実⽤化・現場への導⼊⾃動化・無⼈化技術の開発・実証

・災害対応消防ロボットの予備設
計の完了

・試作機に実装する要素技術の仕
様の確定

・⼤規模⼟砂災害等に対する応急
復旧技術の検討・検証

・⼤規模⼟砂災害等に対する応急
復旧技術の構築

技術構築

実証実験

・単体ロボットの試作機完成

ＳＩＰ
新たな構想の下で設計された災害対応ロボット技術の研究開発

ＳＩＰ
インフラ維持管理

技術の活⽤

⾃然災害に対する強靭な社会の構築 次世代インフラ（４）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

・社会インフラ⽤ロボットの「開発・導
⼊重点分野」を策定
・現場検証・評価を担う，産官学
から構成する「ロボット現場検証委
員会」を設⽴

・現場検証を⾏う社会インフラ⽤ロ
ボットの公募及び現場での検証・評
価

・前年度の結果を踏まえた開発・改
良成果の現場での検証・評価

・直轄事業での試⾏的導⼊及び結
果を踏まえた研究開発成果の改良

現場への導⼊

【次・国04】

【次・国01】

【次・総06】

＜⼟砂災害等の迅速な把握＞
【次・国04】【（再）次・総09】

＜災害対応ロボット技術＞
【次・国01】【次・総06】【次・総09】

災
害
情
報
の
迅
速
な
把
握
・
伝
達
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ

る
災
害
対
応
・
イ
ン
フ
ラ
復
旧
技
術
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＜⾃動点検技術・
無⼈点検技術等の
⾼度化・コスト低減
（2030年）＞

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

・社会インフラ⽤ロボットの「開発・導
⼊重点分野」を策定
・現場検証・評価を担う，産官学
から構成する「ロボット現場検証委
員会」を設⽴

・現場検証を⾏う社会インフラ⽤ロ
ボットの公募及び現場での検証・評
価

・前年度の結果を踏まえた開発・改
良成果の現場での検証・評価

・直轄事業での試⾏的導⼊及び結
果を踏まえた研究開発成果の改良

・⼩型移動ロボットプラットフォームの開
発、ロボットの防爆・防⽔・防塵化技
術の開発

・実証事業へ投⼊し、実⽤化に向
けた検証及び改良

・センシング技術、イメージング技術、センサの⾃⼰電源、無線通信技術、プ
ラントでの配管の腐⾷状況の把握等の⾮破壊検査技術の開発

・実証事業へ投⼊し、実⽤化に向
けた検証及び改良

【次・国01】 調査

現場検証・評価のフィードバック

技術検証
現場への導⼊

【次・経01】技術開発 現場への導⼊

ＳＩＰ
ロボットによる点検を考慮したインフラ構造の変更とそれに応じたロボット技術の開発

・ポンプ設備等の⼟⽊機械設備の
点検時計測データの蓄積・共有
化・活⽤⼿法の開発

・ポンプ設備等の⼟⽊機械設備の
点検時計測データの蓄積・共有
化・活⽤⼿法の現場導⼊

・電磁波（⾼周波）センシング⾮破
壊検査プロトタイプ開発

・電磁波（⾼周波）センシングによ
る計測実験

・電磁波（⾼周波）センシングによ
る診断システムプロトタイプ開発

・電磁波（⾼周波）センシングによ
る診断システムの実証

・トライボロジーを活⽤した農業⽤揚排
⽔機の機能診断技術の開発

・点検・診断技術等の開発推進・
活⽤・評価

技術開発

【次・国05】技術開発・評価・普及

ＳＩＰ
⾰新的技術を⽤いた点検・モニタリング技術、府省連携による現場実証試験・検証・フィードバック等

技術の活⽤

技術の活⽤

維持管理ロボット技術

インフラ点検技術等の開発

⾮破壊検査技術、モニタリング技術

＜効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現＞
【次・総01】【次・⽂06】【次・経01】【次・国01】
【次・国02】【次・国03】【次・国05】【次・国12】

ＳＩＰ
インフラ維持管理

効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現 次世代インフラ（５）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

【次・経01】

・0.2mm幅のひび割れ等を8割以上の確率で
判別できる画像処理⼿法の開発

現場ニーズのフィードバック
点検等の検証結果の応⽤

現場検証結果の応⽤
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ヘルスモニタリングシステムの開発 2020年までに国内
重要インフラ等の
20%はセンサー等の
活⽤による点検・補
修を実現

・港湾構造物の構造形式毎の点検
⽅法の整理

・港湾構造物の点検計画策定⼿
法の確⽴と⼿引きの作成

・農業⽔利施設の定量的な劣化
予測技術の開発

・農業⽔利施設の定量的な劣化
予測技術の開発

・リチウム電池程度の電源で５年以上
通信を可能とする（従来と⽐較して消
費電⼒を1/1,000以下に低減）通
信技術等の確⽴・国際標準化

・モニタリング技術の現場での実証・
検証

【次・総01】 技術開発 現場への導⼊

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

現場への導⼊

【次・国05】 技術開発・実証・随時現場導⼊

・プラットフォームの運⽤を通した課
題整理と機能の順次強化、本格運
⽤へ移⾏

・インフラに係る情報の統⼀的取扱
いのためのルールの検討と、プラット
フォームの構築

・プラットフォームの⼀部運⽤開始

【次・国05】 プラットフォーム構築 現場への導⼊

ＳＩＰ
⾞両⾛⾏データ、橋梁⾛⾏データ等のクレンジング、蓄積、分類、統合解析技術等

ＳＩＰ
インフラ診断システムの開発

各種監視・観測デバイス等の開発

インフラ診断・評価・将来予測技術等の開発

インフラデータプラットフォームの構築・運⽤、⼤規模データ解析技術

ＳＩＰ
インフラ維持管理

評価⼿法の提供

技術の活⽤

効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現 次世代インフラ（５）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

＜効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現＞
【次・総01】【次・⽂06】【次・経01】【次・国01】
【次・国02】【次・国03】【次・国05】【次・国12】

【次・国12】

【次・総01】【Ｉ・総05】

・港湾施設の重要度評価⼿法の整
理、保有性能評価・将来性能予
測⼿法の⾼度化

プラットフォームの活⽤
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＜インフラの補修・更
新技術の普及及び
耐久性向上技術の
開発(2030年)＞

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

・⾼信頼で低コストなインフラ補修技
術の開発

・農業⽔利施設の定量的な劣化予
測技術の開発

・農業⽔利施設の補修技術の開発
技術開発

現場への導⼊

ＳＩＰ
低コスト補修・補強・更新技術等

・実環境下におけるインフラ材料の⾼信
頼性能評価⼿法の開発

・⾃⼰修復性等を有する次世代イ
ンフラ材料の開発・次世代インフラ材料に係る要素技

術研究

【次・⽂06】技術開発

【次・⽂06】技術開発

実⽤化

ＳＩＰ
材料⼯学に基づくインフラモニタリングツールの開発、材料損傷劣化機構の解明

構造物の⻑寿命化に向けた補修技術

補修・更新技術の開発

構造材料の耐久性能向上技術の開発

実環境下における構造材料の信頼性保証技術

⾃⼰修復材料等の新材料技術

評価⼿法の提供 技術の活⽤

技術の活⽤

ＳＩＰ
インフラ維持管理

効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現 次世代インフラ（５）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

【次・⽂06】

＜効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現＞
【次・総01】【次・⽂06】【次・経01】【次・国01】
【次・国02】【次・国03】【次・国05】【次・国12】

・治癒機能発現の原理と評価⼿法確⽴

1
5
4



＜インフラの補修・更
新技術の普及及び
耐久性向上技術の
開発(2030年)＞

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・
更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

・出来上がりコンクリートの品質評価
システムの提案、冬期⼟⼯の施⼯
⽅法および品質管理⽅法の開発

・凍害を受けたコンクリートの性能評
価法の提案、鋼橋塗装に求められ
る塗料および塗装系の性能評価⽅
法の提案

・低温下で改良効果を有する固化
処理技術の開発、寒冷気候を利
⽤した⾼含⽔⽐⼟の改良技術の
提案
【次・国03】
・管理⼿法に応じた構造物の調査・点検⼿法の確⽴、構造物の健全度・安全性に関する診断・評価技術の確⽴、
構造物や機械設備における管理⽔準を考慮した社会的リスク評価技術と、これを活⽤したマネジメント技術の確⽴

【次・国02】技術開発 現場への導⼊

ＳＩＰ
・道路橋を中⼼とするアセットマネジメントシステム開発、現場適⽤
・地⽅公共団体アセットマネジメントシステム開発、地⽅へ展開
・海外のインフラ保有者、学識経験者との技術交流組織の構築

ＳＩＰ
実証実験等によるインフラ健全度診断評価技術

【社会実装に向けた取り組み】
・技術開発段階からの国際標準化及び国際展開に向けた取組
・フィールドを活⽤した技術開発の実⽤性の検証と公共調達における先導的導⼊

実証実験等による構造物の限界状態の明確化、要求性能を考慮した性能評価技術

構造物の性能評価・性能向上技術の開発

アセットマネジメント技術

技術の活⽤

効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現 次世代インフラ（５）

2014年度 2015年度 2016年度主な取組 2013年度（成果）
アウトカム

中間⽬標(2020年〜)
＜成果⽬標(2030年)＞

ＳＩＰ
インフラ維持管理

＜効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新の実現＞
【次・総01】【次・⽂06】【次・経01】【次・国01】
【次・国02】【次・国03】【次・国05】【次・国12】

新設構造物の⻑寿命化技術の活⽤

既設構造物の管理⽔準に応じた
健全度診断・評価技術の活⽤

1
5
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